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ＩＫＩ－２２０に関するＦＭＣ社との販売提携の件

石原産業（代表取締役社長　溝井正彦）は、同社が開発中の新規殺虫剤「ＩＫ

Ｉ－２２０」（開発コード）の米州（除く、アルゼンチン、ウルガイ、パラガイ、

ボリビア）における開発、販売について米国のＦＭＣコーポレーション（総本

社はシカゴ、農薬事業はフィラデルフィア）と提携することで合意に達し、契

約に調印した。

石原産業はコアー事業となっている農薬ビジネスを２１世紀の最初の１０年間

で業容を６００億円に倍増する“第二次成長期”に挑戦中であるが、そのベー

スを研究、開発、登録、製造にリソースを集中させ、海外市場での販売は既存

提携関係を良好に維持しながら、欧州を中心として独立した現地農薬会社と密

接な関係を構築して自主推進体制の再構築を図りつつある。

石原産業はこの１０年間に除草剤２件、殺菌剤２件、殺虫剤１件、殺線虫剤１

件を国内外の主要市場において開発・登録を独力で行い、海外の主要国におけ

る販売、マーケッティングはマルチナショナル企業と提携して順調にビジネス

の拡大を図って来た。今後もこれらのパートナーとの関係を良好に保ちつつ、

一方では、新規開発剤については、剤毎にその特性を見極めた上で販売、マー

ケッティングの新たな提携関係の構築を図ることにしている。提携先としては、

互いに信頼し合え、経営理念を同じくし研究開発力のあるパートナーとの提携

といった新たな戦略を指向して行く。自らの剤の運命に自らの意思を反映でき

ることが、２１世紀にこの分野で勝ち残るために不可欠であると考えるからで

ある。

ＦＭＣ社は殺虫剤とスペシャリティー分野（非農業分野）に特化して特徴ある

事業を展開しており、同社と提携して主として米州においてＩＫＩ－２２０を



事業化することを決定した。ＩＫＩ－２２０は棉、ポテト、野菜、果樹（核果

類、梨果類、柑橘）および観葉植物等遺伝子組替作物（ＧＭＯ）を含む広汎な

作物に対して卓越した適合性を持っており、既にピレスロイド系およびカーバ

メィト系殺虫剤で強力な市場基盤を築いているＦＭＣ社との提携がこの剤の特

性を発揮させる上で最も好ましいと石原産業は判断した。

ＩＫＩ－２２０はトリフルオロメチルニコチル・アマイド系殺虫剤であり、特

異的に吸汁害虫に作用し、特にアブラムシ防除薬剤として優れた新規な殺虫剤

である。本剤はユニークな作用機作を持ち、他剤との交差抵抗性も認められず、

抵抗性管理プログラムにおいて重要な新しい手段になるものと期待される。

本剤は吸汁性害虫の摂食活動を即効的に阻害し、運動能力を低下させることで

致死させ、低薬量で浸透移行性、残効性に優れている。一方、天敵など有用昆

虫に対する影響が少なく生物農薬との体系防除技術にも大きく貢献できると考

えている。

日本、欧州では来年を目処に登録申請を行い、引続き世界の主要国で登録申請

を行う予定であり、成熟期の世界市場における年間売上を７０億円と見込んで

いる。

石原産業ではこの新規殺虫剤ＩＫＩ－２２０に次いで、複数の新規剤の開発候

補剤を既に手中にしており、極めて近い内に本格開発の軌道に乗せる予定であ

る。
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